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化学物質対策の推進

関係する計
画、通知等

ダイオキシン類対策特別措置法第６条、第３９
条
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①ダイオキシン類の1日摂取量調査：
・他省庁でも行われている調査を取り纏めて、法定基準が担保されているかを確認する唯一の調査。低コストであり、
施策の効果を敏感に反映する指標でもある。毎年の調査を継続することが必要。
②血液中のダイオキシン類濃度調査：
・世界的にも貴重なダイオキシン類生体モニタリングデータが集積しており、経年変化は比較的安定している。
・あと２年で調査対象都道府県を一巡することから、調査の簡素化を検討（調査の実施を２年に１回とする、ある年に調
査を行う都道府県数を絞るなど）。
③ダイオキシン類に関する国際動向調査：
・主要な学会への参加や文献検索により、最新の情報を入手しているが、ダイオキシン類の毒性や発生機構、対策に
関する知見は日進月歩であり、継続的な国際動向の把握が必要不可欠。

調査の実施については、環境省職員が請負先とともに調査方法等を協議しつつ進めており、「ダイオキシン類のばく露
実態把握調査検討会」および「ダイオキシン類をはじめとする人への化学物質の蓄積量調査検討会」においても、環境
省職員が出席し、調査の設計や解析等が適正に履行されたことを確認している。また、毎年５都道府県で実施される血
液中のダイオキシン類濃度調査についても、現地に環境省職員を派遣し、被験者への説明や検体採取に立ち会い、調
査が適正に履行されたことを確認している。

事業番号４

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度
平成１０年度～ダイオキシン類総合調査費

執行率 101% 97% 76%

①ダイオキシン類1日摂取量調査：
　・他省庁でも行われている調査を取り纏め、法定基準である耐容一日摂取量が確保されているか確認してきた。対策
の成果を受けて、経年的な漸減傾向が見られている。
②血液中のダイオキシン類濃度調査：
　・毎年５都道府県で合計150－250名程度の血液調査を実施。平成１４～２１年度までに３９道府県で実施済み。
　・1日摂取量の経年的漸減傾向に関わらず、血中濃度の調査結果は比較的安定している。
　・平成１８年度より予算を減額、平成２１年度からは調査地域内の対象を都市、農村、漁村の３ヵ所から、都市と農村
か漁村の２ヵ所に絞るなど、調査の効率化を進めた。
③ダイオキシン類に関する国際動向調査：
　・主要な学会への参加、文献調査、レビューを行い、ダイオキシン類に関する最新の国際動向を把握した。
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事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

①ダイオキシン類の1日摂取量調査：
　・食品や大気、水、土壌などの環境を経由して国民が1日に摂取しているダイオキシン類の量を、各種モニタリング調
査のデータを収集・解析することにより、推計している。
②血液中のダイオキシン類濃度調査：
　・毎年150～250名の血液中のダイオキシン類を測定している。（平成14～21年度までに39道府県で調査を実施。　未
実施は８都県であり、平成22年度は５都県で実施予定）
③ダイオキシン類に関する国際動向調査：
　・主要な国際学会に参加するほか、文献調査によりダイオキシン類に関する最新の国際動向を把握している。

法律に基づく基準値として、ダイオキシン類の耐容１日摂取量を定めている。本調査は、 各種モニタリング調査の結果
を総合して国民が1日に摂取しているダイオキシン類の量を推計するとともに、血液中のダイオキシン類濃度を実際に
測定することにより、国民の健康を守るために必要な基準値がきちんと確保されているか、評価することを目的としてい
る。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）
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資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

法律に基づく基準値として定めているダイオキシン類の耐容１日摂取量

を定めている。本調査は、 各種モニタリング調査の結果を総合して国民

が1日に摂取しているダイオキシン類の量を推計するとともに、血液中の

ダイオキシン類濃度を実際に測定することにより、国民の健康を守るた

めに必要な基準値がきちんと確保されているか、評価することを目的とし

ている。

【総合評価入札】 【一般競争入札】

③ダイオキシン類に関する国際動向

調査

①ダイオキシン類の１日摂取量調査

②血液中のダイオキシン類濃度調査

環境省

７８百万円

Ｂ

（社）環境情報科学センター

９百万円

Ａ

いであ（株）

６８百万円



0計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 9 計

C.

雑役務費 国際動向調査費 9

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 68 計

B.（社）環境情報科学センター F.

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

雑役務費 摂取量・血中濃度調査費 68

使　途

A..いであ（株） E.


